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審
議
中
に
あ
っ
た
意
見
又
は

要
望
事
項
と
そ
の
回
答

【
一
日
目
】

Ｑ
青
色
申
告
会
、法
人
会
、青
野

川
非
出
資
共
同
組
合
へ
の
補

助
金
の
目
的
は
。

A
税
、納
税
者
促
進
の
Ｐ
Ｒ
及
び

環
境
美
化
等
の
為
で
あ
る
。

Ｑ
行
政
評
価
制
度
の
進
捗
状
況

は
。

A　

年
度
早
々
に
は
ス
タ
ー
ト

１９予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

年
度
投
資
的
経
費
は
２
億

１９円
程
度
の
補
正
で
対
応
で
き

る
の
か
。

A
で
き
る
だ
け
抑
え
る
方
向
で

進
め
る
。た
だ
、清
掃
セ
ン

タ
ー
の
デ
ー
タ
記
録
シ
ス
テ

ム
改
修
工
事
の
詳
細
見
積
り

を
と
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

Ｑ
自
治
体
の
財
政
健
全
度
の
指

標
の
見
方
、及
び
実
質
公
債
費

比
率
の
考
え
方
は
。

A
実
質
公
債
費
比
率
は
悪
く
な

い
。税
収
、基
金
残
高
等
も
考

慮
に
入
れ
、町
政
を
進
め
て
い

く
。

Ｑ
医
療
費
無
料
化
を
小
学
校
３

年
生
ま
で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
現
状
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。

Ｑ
宅
地
等
鑑
定
評
価
委
託
料
で
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク
の
評
価

も
で
き
な
い
か
。

A
税
上
の
基
準
点
調
査
で
あ
り
、

で
き
な
い
。ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー

ク
の
鑑
定
は
済
ん
で
い
る
。

Ｑ
学
校
統
合
の
進
捗
状
況
と
学

校
給
食
費
未
納
問
題
は
。

A
学
校
統
合
は
南
崎
小
学
校
を

検
討
中
。未
納
は　

年
度
は
な

１７

か
っ
た
が
、　

年
度
は
若
干
み

１８

ら
れ
る
。

Ｑ
学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
。

A
量
と
質
が
問
題
で
あ
り
、又
、

ど
ん
な
も
の
が
だ
せ
る
か
検

討
中
で
あ
る
。

Ｑ
路
線
バ
ス
補
助
金
の
結
論
を

出
す
べ
き
だ
。

A
バ
ス
対
策
審
議
会
等
の
意
見

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
バ
ス
対
策
審
議
会
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
。

A
平
成　

年
度
か
ら
関
係
業
者

１９

を
は
ず
す
。

Ｑ
共
立
湊
病
院
の
委
託
先
が
適

当
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

A
来
年
３
月
が
契
約
更
新
時
。

妥
当
か
ど
う
か
検
討
し
て
い

く
。

Ｑ
分
別
委
託
の
資
源
ご
み
の
単

価
と
、委
託
先
に
つ
い
て
。

A
単
価
は
全
国
的
に
見
て
高
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
へ
の
委
託

は
特
定
の
保
管
施
設
が
必
要

で
、現
状
で
は
無
理
で
あ
る
。

Ｑ
ご
み
受
け
入
れ
手
数
料
に
つ

い
て
。

A
清
掃
対
策
審
議
会
の
結
論
待

ち
で
あ
る
。

Ｑ
自
治
基
本
条
例
の
検
討
を
指

示
す
べ
き
で
あ
る
。

A
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
広
報
み
な
み
い
ず
の
メ
ー
ル

発
信
を
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
。

A
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
進
ん
で
い
る
か
。

A
第
二
世
代
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

な
る
よ
う
に
、広
報
公
聴
制
度

の
中
で
つ
め
て
い
く
。

【
二
日
目
】

Ｑ
起
債
残
高
及
び
起
債
償
還
金

の
ピ
ー
ク
時
は
い
つ
か
。

A
平
成　

年
度
と
、平
成　

年
度

１７

１６

で
あ
る
。

Ｑ
遊
休
農
地
美
化
業
務
、元
気
な

百
姓
祭
り
負
担
金
及
び
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
委

員
報
酬
に
つ
い
て
。

A
菜
の
花
・
ひ
ま
わ
り
畑
の
天
城

牧
場
の
肥
料
代
、祭
り
イ
ベ
ン

ト
の
弁
当
代
及
び
認
定
農
業

者
の
審
査
報
酬
費
で
あ
る
。

Ｑ
青
野
ダ
ム
の
整
備
後
の
振
興

対
策
は
。

A
ト
イ
レ
を
整
備
し
た
。観
光
拠

点
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
の
被
害
状
況
と
今

後
の
見
通
し
、及
び
狩
猟
期
間

外
の
取
り
組
み
の
考
え
方
は
。

A
猪
、猿
、鹿
の
捕
獲
数
及
び
被

害
状
況
の
説
明
が
あ
る
。猟
期

外
の
取
り
組
み
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

Ｑ
林
道
青
野
八
木
山
線
の
進
捗

状
況
及
び
一
條
加
増
野
線
の

取
り
組
み
は
。

A
県
代
行
事
業
で　

年
度
着
工
、

１９

工
期
は　

年
程
度
。一
條
加
増

１０

野
線
は
休
止
状
態
で
あ
る
。

Ｑ
武
道
館
、差
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

使
用
料
減
免
に
つ
い
て
。

A
経
過
を
調
査
の
上
、県
と
も
相

談
し
て
い
く
。

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

�

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

　平成19年度3月定例会は、3月6日から3月15日まで10日間の日程で開かれました。今定
例会では、平成19年度一般会計予算及び特別会計予算、南伊豆町議会委員会条例の改正
などの条例制定・改正、並びに平成18年度一般会計補正予算など46議案の他、発議2件、
意見書2件、請願1件計51議案が提案され、50議案が同意・可決され、請願1件が不採決と
なりました。。なお、一般質問には5人の議員が登壇しました。

１８年度予算１９年度予算会 計 区 分１８年度予算１９年度予算会 計 区 分

 ４１３，９６１ ３９５，１３７公共下水道事業特別会計予算 ４，１４０，０００ ３，８２７，０００一 般 会 計 予 算

 １８，３０３ １５，２５５子浦漁業集落排水事業特別会計予算 １，３４２，５４２ １，４９６，９４１国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算

 ２１，９５８ ２２，１６７中木漁業集落排水事業特別会計予算 １，３０５，４７２ １，１０４，２９１老人保健特別会計予算

 ５２，６９５ ２４５，８０３妻良漁業集落環境整備事業特別会計予算 ７７８，５０５ ７８６，４２４介護保険特別会計予算

 １，１３２ １，０３０南上財産区特別会計予算

 １２２ １１７南崎財産区特別会計予算

 ８，９４８ ９，０００三坂財産区特別会計予算

小　　　　　計 ８３８ ５土地取得特別会計予算

１８年度予算１９年度予算

 ２７０，９１９ ２６５，３３０（収入）水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 会 計 予 算
 ２９２，７４９ ２８４，５５５（支出）水 道 事 業 費 用

 ６４，０００ １１，０００（収入）資 本 的 収 入

 １７９，８５７ １２６，５１３（支出）資 本 的 支 出

（単位：千円）（単位：千円）������������ ������������	
����������	


財 源 内 訳計補 正 額補正前の額会　計　区　分
国県支出金 △２４，０７８
地　方　債 △１１，９００
そ　の　他 △１２，１６７
一 般 財 源 △３８，２８５

 ４，２６２，０４２ △８６，４３０ ４，３４８，４７２一 般 会 計 補 正 予 算（第５号）

国県支出金 △１，９５８
一 般 財 源 ３３，９９９ １，４８０，９６４ ３２，０４１ １，４４８，９２３国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算（第３号）

国県支出金 △２０，１１９
そ　の　他 △１７，５５２
一 般 財 源 △４，０２３

 １，２７１，８９８ △４１，６９１ １，３１３，５９２老 人 保 健 特 別 会 計 補 正 予 算（第２号）

国県支出金 ９，５３７
そ　の　他 △２，７５９
一 般 財 源 １５，７１２

 ８２７，８６３ ２２，４９０ ８０５，３７３介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算（第３号）

一 般 財 源 ３，０２３ ４２０，１８０ ３，０２３ ４１７，１５７公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（第２号）

計補正予算額既決予算額

 △２６３，９１９ △７，０００ ２７０，９１９（収入）水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 会 計 補 正 予 算（第２号）
 ３０１，１９９ ４，２８０ ２９６，９１９（支出）水 道 事 業 費 用

 ４２，９００ △２１，１００ ６４，０００（収入）資 本 的 収 入

 １６４，８８７ △１４，９７０ １７９，８５７（支出）資 本 的 支 出

������������ ���������������� （単位：千円）（単位：千円）
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◆
南
伊
豆
町
議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

◆
南
伊
豆
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

◆
南
伊
豆
町
特
別
職
の
常
勤
の

者
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

�
町
長
報
酬
月
額

　
　
　

万
５
千
円

６１

　
　
　
　
　

↓　

万
２
千
円

６０

�
助
役
↓
副
町
長
報
酬
月
額

　
　
　

万
５
千
円

５２

　
　
　
　
　

↓　

万
４
千
円

５１

◆
南
伊
豆
町
教
育
長
の
給
与
、勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

�
教
育
長
報
酬
月
額

　
　
　

万
７
千
円

４７

　
　
　
　
　

↓　

万
７
千
円

４６

◆
南
伊
豆
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◆
南
伊
豆
町
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

団
員
定
数
を　

人
と
す
る
も

３１０

の
◆
静
岡
県
市
町
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

制
定
に
つ
い
て

◆
南
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

制
定
に
つ
い
て

◆
伊
豆
斎
場
組
合
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
規
約
制
定
に
つ

い
て

◆
下
田
地
区
消
防
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約
制
定

に
つ
い
て

◆
共
立
湊
病
院
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
制
定
に

つ
い
て

◆
南
伊
豆
地
区
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
規
約
制
定
に
つ
い
て

◆
賀
茂
地
区
障
害
者
相
談
支
援

事
業
運
営
協
議
会
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
制
定
に

つ
い
て

◆
賀
茂
地
区
障
害
者
計
画
等
策

定
・
推
進
協
議
会
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
規
約
制
定
に
つ

い
て

◆
南
伊
豆
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

窓
口
税
務
課
を
町
民
課
に
改

め
生
活
環
境
課
を
削
る
も
の
。

◆
南
伊
豆
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て

　

水
道
課
を
上
下
水
道
課
に
改

め
る
も
の
。

◆
南
伊
豆
町
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
◆
南
伊
豆
町
副
町
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

１
・「
助
役
」と「
副
町
長
」の
名
称

変
更
に
よ
る
位
置
づ
け
や
相

違
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

自
治
法
改
正
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
の
長
と
い
う
も
の

は
、法
令
に
特
別
の
規
定
が

な
い
限
り
、そ
の
権
限
に
属

す
る
事
務
の
一
部
を
委
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て

い
る
が
、固
有
の
権
限
に
よ

り
、法
が
長
自
ら
執
行
す
る

権
限
に
つ
い
て
は
委
任
す
る

も
の
で
は
な
い
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
た
。

２
・
緊
急
な
委
任
を
要
す
る
事
項

の
確
認
と
権
限
の
分
散
と
誤

解
さ
れ
る
危
惧
へ
の
対
応
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、緊
急

な
委
任
と
想
定
さ
れ
る
も
の

は
入
札
改
革
・
行
革
・
滞
納
処

分
・
企
業
誘
致
な
ど
で
あ
り
、

権
限
の
分
散
と
誤
解
さ
れ
る

危
惧
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は

広
報
等
で
周
知
さ
せ
る
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
た
。

Ｑ
ワ
ク
ワ
ク
カ
ー
ド
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、振
興
券
等
の
使

い
方
は
で
き
な
い
か
。

A
商
工
会
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
矢
祭
町
で
は
納
税
等
の
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
る
。

A
東
伊
豆
町
で
も
進
め
る
情
報

あ
り
、検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
町
道
未
舗
装
部
分
に
つ
い
て

は
原
材
料
支
給
で
対
応
で
き

る
か
。

A
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
み
な
み
の
桜
と
菜
の
花
ま
つ

り
の
、駐
車
場
の
誘
導
員
の
教

育
を
す
べ
き
だ
と
実
行
委
員

会
で
報
告
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
菜
の
花
畑
周
辺
の
渋
滞
に
つ

い
て
。

A
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ま
き
網
漁
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

A
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
た

い
。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

条
例
・
規
約
の
制
定
・
改
正

�

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

南
伊
豆
町
湊　

―　

番
地

８９４

４１

 

山
田
政
良
さ
ん

　

南
伊
豆
町
大
瀬　

番
地

４３９

 

山
本
善
一
さ
ん

　

南
伊
豆
町
上
小
野　

―
１
番
地

４４４

 

永
田
裕
子
さ
ん

◆
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
計
画

の
中
止
と
介
護
保
険
事
業
等

の
充
実
等
を
求
め
る
意
見
書

一
、
療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減

計
画
を
中
止
す
る
こ
と

一
、
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
介
護
保
険
事
業

計
画
を
見
直
し
、医
療
・
介
護
・

福
祉
制
度
や
施
設
等
の
基
盤

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

を
求
め
る
も
の
。

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
公
共

１８

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
水
道

１８

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
一
般

１９

会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
国
民

１９

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
老
人

１９

保
健
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
介
護

１９

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
南
上

１９

財
産
区
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
南
崎

１９

財
産
区
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
三
坂

１９

財
産
区
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
土
地

１９

取
得
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
公
共

１９

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
子
浦

１９

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
中
木

１９

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
妻
良

１９

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特

別
会
計
予
算

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
水
道

１９

事
業
会
計
予
算

◆
南
伊
豆
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

◆
二
級
河
川
の
指
定
の
変
更
に

つ
い
て

　

青
野
大
師
ダ
ム
完
成
に
伴
う

起
点
の
変
更

◆
南
伊
豆
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

第
一
・
第
二
常
任
委
員
会
に

加
え
新
た
に
予
決
算
常
任
委

員
会
を
設
置
し
、
所
管
事
務

を
調
整
す
る
も
の

◆
南
伊
豆
町
議
会
会
議
規
則
の

　

一
部
を
改
正
す
る
規
則
制
定

　

に
つ
い
て

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て（
平
成　

年
度　

町
道
大

１８

平
Ｂ
線
道
路
改
良
工
事
）

　

設
計
時
の
想
定
土
質
が
実
際

軟
岩
で
仮
設
土
留
工
が
不
要

と
な
り
、２
千　

万　

円
の
工

５０９

５００

事
費
減
額
が
長
田
建
設
工
業

（
株
）か
ら
申
請
さ
れ
た
。

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
国
民

１８

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
老
人

１８

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
介
護

１８

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
三
坂

１８

財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
平
成　

年
度
南
伊
豆
町
土
地

１８

取
得
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

◆
ま
き
網
漁
業
の
違
反
行
為
に

対
す
る
罰
則
と
監
視
体
制
の

強
化
及
び
操
業
規
制
（
水
中

集
魚
等
の
使
用
禁
止
）
を
求

め
る
意
見
書

　

平
成　

年
が
５
年
に
１
度
の

１９

指
定
漁
業
更
新
の
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、

一
、
伊
豆
半
島
西
海
岸
距
岸　
２０

マ
イ
ル
の
操
業
禁
止
・
水
中

集
魚
灯
の
使
用
禁
止
。

一
、
違
反
操
業
の
取
り
締
ま
り

及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
と
罰
則
の
強
化
。

を
再
度
強
く
求
め
る
も
の
。

�

認
定
・
同
意

認
定
・
同
意

認
定
・
同
意

意

見

書

意

見

書

意

見

書

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日



（
質
疑
６
）定
数
削
減
は
議
員
発

議
が
一
般
的
だ
。
請
願
と
い
う

方
法
よ
り
手
続
的
に
全
員
協
に

計
る
な
ど
の
考
え
方
は
？

（
紹
介
議
員
）方
法
の
選
択
に
つ

い
て
は
見
解
の
相
違
で
あ
る
。）

（
反
対
討
論
）一
昨
年
３
月
定
数

　

を　

名
に
、
６
月
報
酬　

％

１２

１１

１０

カ
ッ
ト
及
び
委
員
会
等
の
費
用

弁
償
０
円
を
取
り
決
め
た
。
郡

下
の
状
況
は
下
田
市（　

名
）、東

１４

伊
豆
町（　

名
）、河
津
町（　

１２

１２

名
）、松
崎
町（　

名
）、西
伊
豆
町

１０

（　

名
）で
当
町
は（　

名
）、夫
々

１４

１１

の
人
口
対
比
で
決
し
て
多
く
な

い
。
質
疑
で
議
会
の
本
旨
と
は

で
述
べ
た
様
に
、
あ
る
べ
き
議

会
、
常
任
委
員
会
の
在
り
方
、

理
念
と
認
識
の
欠
除
が
地
方
議

会
の
根
底
に
あ
る
。
定
数
と
は

別
に
地
方
議
会
の
あ
り
様
と
職

責
の
再
認
識
が
今
こ
そ
必
要
で

あ
る
。

（
賛
成
討
論
）今
、
議
会
に
対
す

る
町
民
の
信
頼
が
低
い
事
を
感

じ
て
い
る
。
種
々
の
当
議
会
を

取
り
巻
く
状
況
に
濫
み
、
こ
の

町
政
難
局
を
乗
り
切
る
為
、
自

ら
の
自
己
犠
牲
と
自
浄
努
力
が

今
こ
そ
必
要
と
感
じ
、
議
会
の

信
頼
回
復
を
得
る
為
削
減
す
べ

き
と
考
え
る
。

（
反
対
討
論
）地
方
自
治
法　

条
９１

で
は
町
村
議
員
の
上
限
法
定
数

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
自
己
決

定
権
の
尊
重
の
意
で
各
自
治
体

の
条
例
定
数
制
度
が
採
用
さ
れ

て
町
村
の
場
合
５
段
階
で
当
町

の
場
合　

名
で
あ
る
。
直
近
の

２２

状
況
は　

名
↓　

名
↓　

名
と

１５

１２

１１

し
、
報
酬
等
も　

％
カ
ッ
ト
、

１０

委
員
会
費
用
弁
償
０
円
な
ど
議

会
改
革
と
併
せ
ス
リ
ム
化
も
計
っ

て
き
た
。
定
数
論
議
は
何
名
が

適
正
か
は
難
し
い
が
本
請
願
に

は
反
対
す
る
。

（
反
対
討
論
）住
民
か
ら
の
負
託

を
行
政
へ
の
代
弁
や
政
策
立
案

を
計
る
場
が
開
か
れ
た
議
会
で

あ
る
。
民
主
的
な
選
出
手
続
き

に
よ
る
選
良
で
あ
る
議
員
は
当

町
の
実
情
に
即
し
、様
々
な
ニ
ー

ズ
や
意
思
の
反
映
と
い
う
機
能

付
け
が
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
各
層
各
界
の
意
思
が
逆
に

狭
ま
る
事
に
な
る
の
で
は
と
危

惧
す
る
。
当
請
願
は
財
政
問
題

と
定
数
問
題
が
リ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
点
に
問
題
が
あ
り
、
議
会

の
本
質
論
議
と
は
な
じ
ま
な
い
。

先
般
の
合
併
問
題
で
明
ら
か
な

様
に
財
政
問
題
が
合
併
と
い
う

終
着
点
に
継
げ
ら
れ
て
来
た
一

連
の
動
き
に
対
し
、
独
自
の
議

会
改
革
で
自
己
犠
牲
を
推
進
し

て
き
た
。
選
択
基
準
を
狭
ば
め

な
い
事
と
議
員
の
職
責
を
全
う

す
る
事
を
再
認
識
し
つ
つ
反
対

と
す
る
。

　

賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り

ま
し
た
。

る
。
郡
下
の
町
と
の
対
比
で
論

ず
べ
き
で
は
？

（
紹
介
議
員
）町
内
で
そ
の
様
な

声
が
多
い
事
は
事
実
で
、
行
革

の
旗
手
た
る
議
員
は
自
ら
削
減

の
意
思
表
示
す
る
の
は
当
然
。

（
質
疑
３
）定
数
削
減
に
か
ら
め

紹
介
議
員
の�
議
会
の
本
旨
�に

対
す
る
認
識
は
如
何
？

（
紹
介
議
員
）議
会
は
行
政
部
の

監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。

（
質
疑
４
）本
旨
に
つ
い
て
の
答

弁
で
は
な
い
。

（
質
疑
５
）一
昨
年
自
律
の
町
づ

く
り
を
志
向
し
、議
会
も
行
革
・

町
づ
く
り
特
別
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、当
局
に
提
言
し
て
き
た
。

今
般
も
行
革
の
更
な
る
進
展
目

的
と
す
る
推
進
戦
略
特
別
委
員

会
発
足
に
際
し
、
紹
介
議
員
は

唯
一
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
と
紹
介
議
員
と
な
っ
た

事
と
の
整
合
性
を
如
何
考
え
る

か
？

（
紹
介
議
員
）数
多
く
の
町
民
の

方
々
が
私
の
元
に
削
減
す
る
様

に
来
て
い
る
。

　

平
成　

年
３
月
定
例
会
最
終

１９

日
請
願
第
一
号
の
採
択
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
。
請
願
受
理
番

号
一
八
七
号
３
月　

日
受
領
、

１３

請
願
者
代
表
山
本
薫
氏
他
２
名
、

紹
介
議
員
梅
本
和
熙
氏
で
あ
り

そ
の
骨
子
は
次
の
通
り
。
現
在

定
数　

名
は
今
年
７
月
選
挙
よ

１２

り　

名
で
あ
る
も
の
を
更
に
８

１１
名
と
す
る
も
の
で
、
財
政
効
率

の
一
層
の
進
展
と
下
田
市
定
数

と
の
対
比
で
条
例
変
更
を
請
願

す
る
旨
の
も
の
で
あ
る
。
紹
介

議
員
の
請
願
書
の
趣
旨
説
明
の

後
質
疑
に
入
る
。

（
質
疑
１
）�
８
名
程
度
で
職
務
遂

行
可
能
と
思
案
致
す
�と
記
述
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
根
拠
は
？

（
紹
介
議
員
）下
田
市
人
口
の
定

数
と
比
較
し
相
当
と
考
え
る
。

（
質
疑
２
）自
治
法　

条
で
町
村

９１

の
法
定
定
数
は
上
限
規
定
が
あ

�

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

討
論
の
概
要
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採
決
の
結
果

町
長
に
聞
き
ま
し
た

�
�
�
�
�

質
問　

耐
用
年
数
経
過
後
の
事

業
継
続
に
つ
い
て
。

企
画
課
長　

現
段
階
で
は
確
認

を
し
て
い
な
い
。

質
問　

事
業
継
続
、
現
状
回
復

に
対
す
る
協
定
は
。

企
画
課
長　

指
摘
の
件
、
協
定

書
で
結
び
ま
す
。

質
問　

ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク
が

施
設
を
風
雨
に
さ
ら
し
、
観
光

地
の
イ
メ
ー
ジ
が
完
全
に
損
な

わ
れ
た
。
企
業
は
そ
う
い
う
こ

と
を
や
り
か
ね
な
い
。

梅本和熙議員

質
問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
は
。

町
長　

事
業
費
を
計
上
し
た
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
任
意
事

業
と
し
、
早
期
発
見
対
策
と
し

て
生
か
す
。

質
問　

認
知
症
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
認
知
症
対
策
モ
デ
ル
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
を

県
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え
は
。

町
長　

認
知
症
は
、
あ
す
は
我

が
身
。
モ
デ
ル
地
域
へ
の
参
加

は
県
の
動
向
で
。
町
も
鋭
意
取

り
組
む
。

質
問　

厚
生
省
跡
地
の
利
用
は

交
流
拠
点
と
す
る
よ
り
健
康
福

祉
会
館
を
つ
く
る
方
が
先
で
は

な
い
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
そ
れ

に
沿
っ
て
利
用
計
画
を
検
討
中
。

質
問　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
着
工
し
な
が
ら
町
議
会

が
反
対
し
た
。
町
長
は
町
議
で

旧
厚
生
省
の
建
物
を
改
築
す
る

の
が
財
政
的
に
最
良
の
方
法
だ

と
主
張
し
た
。
交
流
館
を
優
先

し
て
つ
く
る
の
か
。

質
問　

賀
茂
地
区
支
援
局
主
催

で
、２
月
７
日
に
合
併
説
明
会
を

開
催
。町
民
約　

人
が
出
席
。合

３２０

併
問
題
に
町
民
の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

町
長　

合
併
は
、平
成　

年
３
月

２２

質
問　

縮
減
す
る
数
字
に
こ
だ

わ
っ
た
予
算
編
成
。
普
通
建
設

末
の
期
限
を
念
頭
に
置
き
考
え

る
。財
政
的
な
問
題
も
調
査
委
員

会
で
資
料
を
作
成
。９
月
ご
ろ
に

資
料
が
で
き
る
。よ
く
考
え
、説

明
会
、合
併
問
題
に
取
り
組
む
。

質
問　

限
界
集
落
、　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
が
住
民
の
半
数
を
超
え

る
集
落
を
指
す
概
念
。南
伊
豆
町

の
高
齢
者
人
口
は　

年
後
に
は

２３

ほ
ぼ
限
界
集
落
に
達
す
る　

％
４９.５

に
な
る
。人
口
は
６
千　

人
。遠

４００

き
先
の
未
来
で
は
な
い
。限
界
集

落
に
あ
る
問
題
は
介
護
も
医
療

も
、地
域
で
自
己
完
結
で
き
な
い
。

町
長　

限
界
集
落
と
い
う
言
葉

を
実
は
不
勉
強
。慎
重
に
こ
の
問

題
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
費
と
災
害
復
旧
費
で
約
２

億
５
千
万
円
、
退
職
職
員
の
人

件
費
で
４
千　

万
円
、
削
減
額

５００

約
３
億
１
千
万
円
の
中
身
は
こ

れ
。
行
財
政
改
革
に
よ
る
削
減

は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

町
長　

財
政
状
況
は
、
普
通
交

付
税
の
減
額
な
ど
で
非
常
に
厳

し
い
。
将
来
に
備
え
、
調
整
基

金
を
取
り
崩
さ
な
い
。
後
年
度

の
備
え
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

質
問　

東
海
地
震
の
不
安
の
中

で
耐
震
診
断
の
予
算
づ
け
を
。

希
望
の
持
て
る
南
伊
豆
町
は
、

ま
ず
安
心
で
き
る
町
で
あ
る
こ

と
。
必
要
な
予
算
措
置
を
し
な

い
予
算
編
成
は
見
た
目
だ
け
を

よ
く
す
る
考
え
方
。

町
長　

今
は
や
れ
る
状
況
で
は

な
い
。
も
う
少
し
辛
抱
、
我
慢

し
て
と
の
状
況
で
の
予
算
編
成

で
す
。

質
問　

今
、
我
慢
を
す
れ
ば
、

将
来
や
れ
る
の
か
。
町
長
は
そ

の
よ
う
な
見
通
し
を
立
て
て
い

る
の
か
。

町
長　

今
、
や
れ
な
い
が
将
来

や
れ
る
か
と
言
わ
れ
る
と
、
私

は
や
れ
る
と
い
う
断
言
は
で
き

ま
せ
ん
。

�

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

石
廊
崎
風
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厚
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認
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合
併
説
明
会
と
情
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開
示
の

た
め
の
地
区
懇
談
会

新
年
度
予
算
案



質
問　

２
月
７
日
県
主
催
の
懇

談
会
で
、
南
伊
豆
町
は
県
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、　

年
１０

間
で　

億
円
近
く
の
赤
字
に
な

３０

り
、
町
民
の
負
担
に
な
る
と
い

わ
れ
た
が
、
県
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
現
在
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ど
こ
に
も
な
い
。

公
表
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
平
成　

年
度
の
決
算

１７

で
実
態
が
違
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
赤
字
が
出
て
そ
れ
が
町
民

に
か
ぶ
る
と
言
う
。
冗
談
で
は

な
い
。
町
財
政
は
ど
の
よ
う
な

位
置
に
あ
る
の
か
。
南
伊
豆
町

は
実
質
公
債
費
比
率
が　

％
で
、

１０.８

下
田
市
が　

％
、
河
津
町
が　

２０.５

１３.４

％
、
西
伊
豆
町
が　

％
。
実
態

１４.７

に
基
づ
か
な
い
脅
か
し
だ
。
大

変
だ
と
い
っ
て
、
合
併
に
突
き

進
ん
だ
前
執
行
部
が
傍
聴
し
て

ま
す
が
、
平
成　

年
の
財
調

１２

（
貯
金
）　

億
円
を　

年
度
に

１３

１３

は　

億
円
に
、
起
債
が
平
成　

１０

１２

年
の
と
き
に
２
億
３
千
万
円
、

平
成　

年
度
に
は
５
億
円
、
平

１３

成　

年
、
平
成　

年
と
ず
っ
と

１４

１５

財
調
を
崩
し
使
い
果
た
す
直
前

ま
で
行
く
。
財
調
を
崩
し
起
債

を
構
わ
ず
や
る
。
税
収
が
右
肩

下
が
り
で
減
っ
て
い
く
中
で
、

意
識
的
に
そ
う
言
う
状
況
を
作
っ

て
合
併
し
な
け
れ
ば
町
が
つ
ぶ

れ
る
と
。
町
を
つ
ぶ
す
方
向
に

し
て
住
民
を
誘
導
す
る
。
こ
う

い
う
こ
と
が
や
ら
れ
て
き
た
。

夕
張
市
も
引
き
合
い
に
出
さ
れ

た
が
、
実
質
公
債
費
比
率
が
南

伊
豆
町
は
ま
だ　

％
代
、　

％

１０

１８

以
上
で
起
債
の
許
可
制
限
が
出

る
団
体
は
、
全
国
１
千　

団
体

８４７

の
う
ち　

％
の　

団
体
。
こ
れ

２２.２

４０６

は
、
南
伊
豆
町
も
楽
で
は
な
い

が
、
全
国
的
に
市
町
村
が
こ
う

い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
国
の
誤
っ
た
政
策

で
あ
り
、
是
正
さ
せ
る
べ
き
も

の
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

三
位
一
体
の
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
地
方
の

質
問　

１
月　

日
水
産
庁
資
源

２６

管
理
部
、
沿
岸
沖
合
課
、
漁
業

調
整
官
に
、
ま
き
網
漁
の
現
状

を
告
発
し
た
と
こ
ろ
、「
石
廊

崎
の
西
南
か
ら
西
区
域
沿
岸　
２０

マ
イ
ル
ま
き
網
禁
止
は
、
現
場

の
漁
業
者
と
巻
き
網
船
団
と
の

会
合
に
調
整
官
を
要
請
し
い
つ

で
も
呼
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

紛
争
が
あ
る
と
こ
ろ
の
調
停
は
、

ほ
と
ん
ど
年
内
に
終
わ
っ
て
い

る
。」
と
い
う
こ
と
だ
。
水
中

集
魚
灯
は
入
れ
た
時
点
で
違
反
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
Ｖ
Ｍ
Ｓ
導
入

の
考
え
を
示
し
た
。
町
は
ま
き

網
対
策
を
現
在
ど
の
よ
う
な
手

立
て
で
進
め
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長　

漁
協
が
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
。
水
産
資

源
室
で
は
ま
き
網
業
者
と
調
整

を
図
る
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問　

２
月
県
議
会
で
、
平
成

　

年
度
指
定
漁
業
更
新
時
、
県

１４の
意
見
が
水
産
庁
に
上
が
っ
て

い
な
い
事
に
つ
い
て
、
当
時
ト

ラ
ブ
ル
が
余
り
な
か
っ
た
と
い

う
答
弁
を
、水
産
部
長
が
し
た
。

と
ん
で
も
な
い
こ
と
。
水
産
庁

か
ら
県
に
ま
き
網
漁
業
全
般
に

つ
い
て
の
照
会
が
あ
っ
て
初
め

て
、
意
見
を
申
し
上
げ
改
善
を

要
請
し
た
と
。
で
き
る
だ
け
早

急
に
対
応
す
べ
き
。

横嶋隆二議員

自
治
体
と
し
て
は
あ
る
面
、
一

つ
の
も
う
転
換
期
に
来
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
事
実
で
は
な
い

か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

我
々
は
国
の
政
策
的
な
こ
と
も

よ
く
勉
強
し
な
が
ら
、
国
の
進

め
る
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て

は
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
は

よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

と
こ
ろ
の
可
能
な
限
り
将
来
を

見
通
せ
る
正
し
い
数
値
で
も
っ

て
、
情
報
提
供
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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南
伊
豆
町
財
政
の
現
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と
、ま
ち
づ
く
り

漁
業
振
興
と

　

ま
き
網
対
策

谷川次重議員

質
問　

２
月
に
桜
ま
つ
り
に
来

て
、
一
泊
し
て
行
っ
た
夫
婦
が

口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
た
。「
桜
も
、

菜
の
花
も
温
泉
も
素
晴
ら
し
く

て
、
の
ん
び
り
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
な
か
で
も
最
高
に
良
か
っ

た
の
は
弓
ヶ
浜
海
岸
だ
」
町
長

は
こ
の
弓
ヶ
浜
を
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
て
い
る
か
。

町
長　

白
砂
青
松
の
風
光
明
媚

な
浜
は
、癒
し
の
場
所
で
あ
り
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
。

今
後
も
地
域
と
共
に
、こ
の
弓
ヶ

浜
の
自
然
景
観
の
保
全
と
一
層

の
美
化
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

地
元
の
方
か
ら
、弓
ヶ
浜

に
水
仙
を
植
え
た
ら
い
い
の
で

は
な
い
か
、と
の
提
案
を
受
け
、

商
工
観
光
課
に
投
げ
か
け
た
。ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　

住
民
参
加
に
よ
る
町
づ

く
り
、
ま
た
行
政
執
行
す
る
う

え
で
、
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

捉
え
、
現
在
担
当
課
で
立
案
・

検
討
さ
せ
て
い
る
。

産
業
観
光
課
長　

計
画
の
実
現

に
向
け
て
調
整
す
べ
き
事
項
を
、

協
議
検
討
し
、
特
に
問
題
が
な

け
れ
ば
平
成　

年
度
か
ら
実
施

１９

し
た
い
。
３
年
か
ら
４
年
か
け

て
約
１
万
本
の
水
仙
の
植
栽
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
県

農
業
試
験
場
南
伊
豆
分
場
か
ら

も
、
弓
ヶ
浜
海
岸
は
水
仙
の
植

栽
に
適
し
て
い
る
の
で
は
と
の

確
認
を
得
て
い
る
。

質
問　

弓
ヶ
浜
に
水
仙
、
と
い

う
の
も
住
民
か
ら
出
た
話
。
天

神
原
の
つ
つ
じ
も
地
元
か
ら
の

提
案
と
聞
い
て
い
る
。
住
民
の

い
い
知
恵
も
ど
う
吸
い
上
げ
る

か
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
か
。

町
長　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
貴

重
な
ご
意
見
を
、
積
極
的
に
吸

い
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

�

質
問　

今
回
の
機
構
改
革
は
ど

の
よ
う
な
趣
旨
で
取
り
組
む
の

か
。

町
長　
一
、将
来
を
見
据
え
た
配
置
。

二
、職
員
の
資
質
向
上
及
び
合
理

化
を
図
る
。

三
、ス
ク
ラ
ッ
チ
体
制
の
推
進
。

四
、工
事
関
係
を
よ
り
集
約
化
。

五
、管
理
職
の
指
導
助
言
機
能
の

強
化
、自
己
啓
発
推
進
体
制

の
整
備
。

六
、人
材
登
用
を
図
る
。

七
、人
材
登
録
制
度
の
開
始
等
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
重

点
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

能
力
主
義
を
推
し
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

従
来
の
、
前
例
踏
襲
・

年
功
序
列
主
義
で
は
、
限
ら
れ

た
予
算
で
従
前
以
上
の
事
務
処

理
能
力
が
要
求
さ
れ
る
今
日
で

は
、
能
力
（
人
格
を
含
む
）
第

一
主
義
で
判
断
す
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問　

ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら

人
を
選
ぶ
か
と
い
う
、
明
確
な

基
準
が
必
要
で
は
。

町
長　

昨
年
総
務
課
が
試
験
的

に
導
入
し
た
、「
職
員
の
目
標

管
理
制
度
」
を
本
格
的
に
導
入

し
て
い
き
た
い
と
思
慮
し
て
い

る
。

質
問　

総
務
課
が
試
験
的
に
お

こ
な
っ
た
職
員
の
目
標
管
理
制

度
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

だ
の
か
。

総
務
課
長　

一
年
間
職
員
の
職

務
、
業
務
を
羅
列
し
、
目
標
を

設
定
し
、
半
期
終
わ
っ
た
時
点

で
、
本
人
の
評
価
と
、
管
理
職

の
評
価
と
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

後
期
の
新
た
な
目
標
を
設
定
し

た
。
本
格
的
に
来
年
よ
り
導
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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清水清一議員

質
問　

本
年
度
、
町
長
の
考
え

は
ど
こ
に
反
映
し
て
あ
る
の
か
。

町
長　

五
つ
の
重
点
施
策
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
整
備
補

助
金
な
ど
に
よ
る
自
律
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
。
教
育
指
導
支

援
員
、
小
中
学
校
維
持
補
修
等

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
教
育
環
境
整
備
。
乳

幼
児
医
療
扶
助
、
育
児
サ
ー
ク

ル
等
の
少
子
化
対
策
に
係
る
子

育
て
環
境
づ
く
り
。
老
人
福
祉

事
業
、
中
央
公
民
館
身
体
障
害

者
用
ト
イ
レ
等
の
高
齢
者
・
障

害
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
。

石
廊
崎
公
衆
便
所
建
設
設
計
、

旧
厚
生
省
跡
地
遺
跡
調
査
等
の

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
の

振
興
で
す
。

質
問　

産
業
振
興
施
策
は
何
か

考
え
反
映
し
て
あ
る
の
か
。

町
長　

商
工
会
の
補
助
金
は
、

前
年
度
同
様
額
。
観
光
協
会
へ

の
補
助
金
は
増
額
。
自
然
祭
も

山
つ
つ
じ
祭
分
が
加
算
増
。
い

わ
ゆ
る
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
へ

は
と
い
う
考
え
の
も
と
に
予
算

計
上
し
て
あ
る
。

質
問　

定
年
移
住
者
の
取
り
組

み
で
地
区
に
人
が
移
り
住
む
こ

と
に
よ
り
、
人
足
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
機
能
が
う
ま
く

い
く
の
で
は
な
い
か
、
草
刈
り

等
も
高
齢
者
だ
け
で
は
で
き
な

い
、　

歳
以
上
が　

％
超
し
て

６５

５０

い
る
地
区
は
３
集
落
ほ
ど
あ
る
。

企
画
調
整
課
長　

町
内
の
各
地

区
の
デ
ー
タ
な
ど
を
集
約
し
た

交
流
居
住
情
報
紙
を
作
成
し
、

企
画
調
整
課
を
相
談
窓
口
と
し

て
、
希
望
者
に
町
内
の
情
報
や

現
状
な
ど
を
説
明
。
情
報
冊
子

の
内
容
充
実
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
発
信
、
町
内
の
官

民
一
体
と
な
っ
た
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
研
究
に
努
め
た
い
。

��

質
問　

町
有
地
を
利
用
し
た
町

営
住
宅
や
分
譲
地
を
整
備
し
、

販
売
、
賃
借
、
貸
し
付
け
等
を

行
う
考
え
は
。
空
き
家
を
あ
っ

せ
ん
す
る
た
め
の
関
連
情
報
を

集
め
、
発
信
す
る
努
力
も
必
要

で
あ
る
。町
内
へ
家
を
建
て
る
、

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
人
に
、

融
資
枠
を
設
け
て
貸
し
付
け
な

ど
の
考
え
は
。

企
画
調
整
課
長　

交
流
居
住
に

関
し
て
の
助
成
制
度
や
優
遇
制

度
を
導
入
し
て
い
な
い
の
が
現

状
。
行
政
が
ハ
ー
ド
的
な
事
業

を
す
る
の
で
は
な
く
、
民
間
事

業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
き
、
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
行
政
と
民

間
を
含
む
広
域
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
移
住
交

流
居
住
施
策
に
つ
い
て
整
理
し

て
よ
り
務
め
た
い
。

質
問　

中
身
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長　

助
役
を
委
員
と
し
た
合

併
調
査
委
員
会
で
、財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
資
料
づ
く
り
で

あ
り
、
今
ま
で
の
こ
と
を
よ
り

充
実
強
化
し
て
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
何
ら
特
に

従
来
変
わ
ら
な
い
考
え
で
す
。

質
問　

県
の
手
法
を
参
考
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る

の
な
ら
、
同
じ
デ
ー
タ
で
町
で

も
作
成
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長　

非
常
に
つ
く
る
の

が
難
し
い
が
、
本
年
度
中
に
は

財
政
計
画
と
し
て
町
独
自
の
財

政
計
画
書
の
お
示
し
を
し
た
い
。

質
問　

同
時
期
に
作
成
す
れ
ば

各
町
の
事
業
計
画
は
ど
の
程
度

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
事
業

が
本
当
は
必
要
な
の
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う

に
。
市
町
の
地
域
内
格
差
、
周

辺
部
の
町
民
、
住
民
が
な
い
が

し
ろ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
で
は

ま
ず
い
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
、
地
域
内
格
差
が
出
て
く
る

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
困
る
。

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

予

算

編

成

の

重

点

定
住
促
進
に

つ

い

て

助
役
に
よ
る
合
併

調

査

委

員

会

質
問　

予
算
案
の
概
要
資
料
、

並
び
に
予
算
編
成
方
針
に
も
新

年
度
予
算
の
重
点
項
目
は

一
、
事
業
の
ス
リ
ム
化

二
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る

　
　
　
　

施
策
の
展
開

三
、
収
支
均
衡
型

　
　
　

財
政
へ
の
転
換

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
財
政
基
盤
の
強
化
、
並

び
に
そ
の
基
礎
体
力
の
確
立
が

不
可
欠
で
あ
り
、
歳
入
不
足
の

解
消
、
歳
出
削
減
に
向
け
た
効

果
的
な
対
応
を
図
る
事
だ
と
思

う
が
、
こ
の
一
か
ら
三
を
重
点

項
目
に
掲
げ
た
理
由
を
伺
い
た

い
。

町
長　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
の
も
と
に
、
こ

の
三
点
を
重
点
項
目
と
し
て
掲

げ
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

質
問　

過
去
の
当
初
予
算
の
数

値
規
模
を
見
る
と
、
平
成　

年
１３

か
ら　

年
の
数
値
が
突
出
し
て

１５

お
り
、
財
政
運
営
を
判
断
す
る

の
に
平
成　

年
度
の
決
算
か
ら

１２

の
実
質
的
将
来
財
政
負
担
額（
安

全
圏
は　

％
〜　

％
）
を
検
証

５０

１００

す
る
と
、
平
成　

年
度　

％
と

１２

７６.３

健
全
で
あ
っ
た
の
に
対
し
平
成

　

年
度
が　

％
、
平
成　

年
度

１３

１００・９

１４

は　

％
、
平
成　

年
度
は　

％

１１１.１

１５

１４９.９

と
著
し
く
悪
化
し
、
そ
の
原
因

は
短
期
で
の
財
政
調
整
基
金
の

切
り
崩
し
と
起
債
に
よ
る
事
は

明
白
だ
が
、
そ
れ
か
ら
僅
か
３

年
目
で
収
支
均
衡
型
（
約　

億
３８

円
規
模
）
予
算
へ
の
転
換
に
余

儀
な
く
し
た
と
い
う
の
が
実
情

だ
と
思
う
が
、
そ
の
理
由
を
伺

い
た
い
。

町
長　

今
置
か
れ
て
い
る
財
政

状
況
等
を
考
え
る
と
収
支
均
衡

型
予
算
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
実
情
で
す
。
我
が
町
は
国
・

県
か
ら
の
依
存
性
が
非
常
に
高

く
、
地
方
交
付
税
や
各
種
国
庫

補
助
金
の
削
減
に
よ
り
財
源
の

確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

地
方
税
も
長
引
く
不
況
の
影
響

で
自
主
財
源
の
確
保
も
ま
ま
な

��

保坂好明議員

ら
ず
、
財
源
不
足
等
の
調
整
の

た
め
の
財
政
調
整
基
金
も
僅
か

に
な
っ
て
い
る
。
歳
出
は
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い

投
資
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、

義
務
的
経
費
は
極
端
な
減
少
は

急
激
に
は
望
め
な
い
が
一
層
の

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る

事
で
対
処
す
る
。

質
問　

物
事
の
順
位
性
や
緊
急

性
を
考
慮
し
、
身
の
丈
に
合
っ

た
財
政
運
営
を
粛
々
と
進
め
る

と
理
解
す
る
が
、
財
政
転
換
を

図
り
今
後
の
財
政
収
支
と
見
通

し
に
つ
い
て
は
ど
の
様
に
判
断

さ
れ
る
の
か
？

町
長　

当
町
の
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
平
成　

年
９
月
補
正
後

１８

の
予
算
を
も
と
に
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
一
定
の
仮
定
に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１９

２３

ま
で
の
５
年
間
の
試
算
を
行
っ

た
が
、
そ
の
試
算
は
平
成　

年
１９

度
に
は
財
政
調
整
基
金
を
全
額

取
り
崩
し
て
も
２
千
万
円
弱
の

財
源
不
足
が
生
ず
る
結
果
と
な

り
、
そ
の
後
、
平
成　

年
度
ま

２３

で
毎
年
３
億
円
前
後
の
赤
字
が

出
る
と
の
見
通
し
で
あ
り
ま
し

た
が
、今
回
の
予
算
編
成
を
行
っ

た
結
果
で
は
、
財
政
調
整
基
金

は
３
千　

万
円
の
取
り
崩
し
に

２００

止
ま
り
、　

年
度
末
残
高
は
２

１９

億
１
千　

万
１
千
円
と
な
る
見

２２４

込
み
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

町
税
等
の
自
主
財
源
の
増
加
と

徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
、
削

減
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
更
な
る
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
収
支
均

衡
の
と
れ
た
財
政
計
画
を
策
定

し
、
財
政
健
全
化
を
進
め
る
。

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
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１月３１日　議会運営委員会

１月３１日　伊豆斎場組合議会１月定例会

２月１日　共立湊病院運営協議会

２月５日　みなみの桜と菜の花まつりオープニング

２月５日　議会全員協議会

２月１４日　第１回臨時議会

２月１４日　議会全員協議会

２月１４日　議員会総会

２月１５日～１６日　例月出納検査

２月１６日　備品監査

２月１６日　県町村議会議長会臨時総会

２月１６日　南伊豆町清掃対策審議会

２月２０日　南豆衛生プラント組合議会２月定例会

２月２１日　下田地区消防組合議会２月定例会

２月２１日　伊豆つくし学園議会２月定例会

２月２１日　南伊豆町まちづくり推進会議

２月２６日　議会運営委員会

２月２６日　議会全員協議会

２月２６日　まちづくり戦略推進特別委員会

２月２７日　共立湊病院組合議会２月定例会

２月２８日　国民健康保険運営協議会

３月２日　下田南高南伊豆分校卒業式

３月１９日　南伊豆町水道料金審議会

３月１９日　南伊豆町国民保護協議会

３月１９日　南伊豆町水防協議会

３月２２日～２３日　例月出納検査

３月２６日　清掃対策審議会

３月２８日　社会福祉協議会理事会

３月２８日　南豆衛生プラント組合議会

４月１日　南伊豆町消防団入団式

４月４日　議会だより編集委員会

４月１８日～１９日　例月出納検査

４月２３日　議会だより編集委員会

４月２６日　老人福祉大会

議会の動き
南伊豆町議会の動き・平成19年１月～平成19年４月

み
な
み
の
桜
と
菜
の
花
ま
つ

り
が
終
わ
っ
て
早
２
ヶ
月
。み

な
み
の
桜
は
、こ
こ
数
年
開
花

時
期
が
安
定
せ
ず
、毎
年
関
係

者
を
や
き
も
き
さ
せ
て
い
る
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
今
年
入
学

式
ま
で
持
ち
こ
た
え
た
。こ
れ

も
地
球
温
暖
化
の
影
響
だ
ろ

う
か
。今
、南
の
山
々
は
新
緑

に
萌
え
は
じ
め
た
。

▼
今
３
月
定
例
会
に
上
程
さ

れ
た
平
成　

年
度
予
算
は
、

１９

　

年
ぶ
り
に　

億
円
を
割
る

１７

４０

　

億
円
台
に
留
ま
っ
た
。
な

３８ん
だ
か
相
当
つ
ま
し
く
な
っ
た

様
だ
が
、　

年
前
の
水
準
に

２０

な
っ
た
税
収
か
ら
考
え
る
と
相

応
の
規
模
と
い
え
る
。

▼
バ
ブ
ル
経
済
の
は
じ
ま
り

が
ち
ょ
う
ど　

年
前
。

２０

▼
あ
れ
か
ら
人
も
、
地
球
も

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
と
い
う
声

も
あ
る
。
バ
ブ
ル
が
よ
う
や

く
落
ち
着
い
た
今
、
人
・
地

球
・
そ
し
て
町
の
本
当
の
あ

り
方
を
じ
っ
く
り
考
え
た
い
。

▼
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を

将
来
に
繋
げ
る
た
め
に
。（
横
）
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地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
う
予
算
決
算
常
任

委
員
会
設
置
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

皆さまから届けられました貴重な意
見・提案等は、「いでゆ」のコーナー
に記載させて頂きます。

〒415‐0392　静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂328‐2

南伊豆町議会事務局内
広 報 編 集 委 員 会

Ｔ Ｅ Ｌ ・ Ｆ Ａ Ｘ　� �―� � � �

皆さまの声を皆さまの声を
お待ちしておりますお待ちしております

みなみいず議会だより No.２９ ２００７年(平成１９年）５月１日


